
 

 

 

 

 

 令和５年度全国学力・学習状況調査の結果についてお知らせします。 

 

１ 調査の概要 

（１）目的 

 ○ 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学 

習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学

校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、その

ような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

（２）調査期日 令和５年４月１８日（火） 

 

（３）調査を実施した校数・児童生徒数 

 

 

 

 

 

２ 美祢市の結果 

 

（１）教科に関する結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 学校数 児童生徒数 

小学校第６学年 １１校 児童数 １５２人 

中学校第３学年   ５校 生徒数 １４３人 

 小学校 中学校 

国語 算数 国語 数学 英語 

美祢市 67 60 70 47 39 

山口県 67 61 70 52 44 

全国 67.2  62.5 69.8 51.0 45.6 

令和５年度 

全国学力・学習状況調査の結果について（美祢市） 

      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 下のグラフは、令和５年度における全国平均正答率を１００としたときの美祢市と県平均

の割合を示したものである。 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  【教科の出題の具体より（（ ）は県平均との差）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

算 数 

◎ 正方形の意味や性質について理解している（+4.3％） 

△ （２位数）÷（１位数）の筆算について、図を基に、各段階の商の意味を考える

ことができる（-7.4％） 

△ 百分率で表された割合について理解している（-8.4％） 

◎ 文脈に即して漢字を正しく書く（+7.1％） 

◎ 歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直して読むことができるかどうかをみる 

（+5.7％） 

△ 観点を明確にして文章を比較し、表現の効果について考えることができる 

（-5.3％） 

△ 古典の原文と現代語の文章とを対応させて内容を捉えることができる 

（-11.9％） 

中学校 

国 語 

◎ 四分位範囲の意味を理解している（+2.9％） 

△ 事象を理想化・単純化することで表された直線のグラフを、事象に即して解釈

することができるかどうかをみる（-5.6%） 

△ 空間における平面が同一直線上にない３点で決定されることを理解している

かどうかをみる（-5.8%） 

△ 与えられた表やグラフから、必要な情報を適切に読み取ることができる 

（-7.3％） 

△ ある事柄が成り立つことを構想に基づいて証明することができる（-12.0％） 

 

小学校 

国 語 

◎ 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめることができる 

（+6.9％） 

◎ 目的や意図に応じ、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しながら、自分の

考えをまとめることができる（6.8％） 

△ 目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付ける

ことができる（-6.3％） 

 

 

中学校 

数 学 

◎ 情報を正確に聞き取ることができる（+3.1％） 

△ 日常的な話題について、自分の置かれた状況などから判断して、必要な情報

を読み取ることができるかどうかをみる（-7.5%） 

△ 「相手の行動を促す」という言語の働きを理解し、依頼する表現を正確に書

くことができる（-9.7％） 

△ 情報を正確に読み取ることができる（-9.7％） 

△ 未来表現（be going to）の肯定文を正確に書くことができる（-11.4％）       

         

 

中学校 

英 語 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 目的や意図に応じ、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しながら、

自分の考えをまとめることができる（6.8％） 

 

小学校 

国 語 

◎ 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめることがで

きる（+6.9％） 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けることがで

きる（-6.3％） 

○  自分の考えをまとめる条件作文については、高い正答率となっています。

これは、学級会等でのフリートークの成果であると考えられます。また、総

合的な学習の時間においても、子どもが自分で考えをまとめ、地域に発信す

る学習を進めていることも学習の成果として表れていくことが考えられま

す。 

○  目的に応じて、文章の中から必要な情報を取捨選択したり、整理したり、

再構成したりすることに課題があります。授業においても、必要な情報のみ

を与えるのではなく、多くの情報の中から、整理分析する学習を教科横断的

に行っていく必要があります。 

成果・課題の分析 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ （２位数）÷（１位数）の筆算について、図を基に、各段階の商の意味を考えること

ができる（-7.4％） 

◎ 正方形の意味や性質について理解している（+4.3％） 
小学校 

算 数 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果・課題の分析 

〇 「算数の勉強が好き」という生徒質問紙の項目において、大きな上昇がみられ

（児童生徒質問紙結果 参照）、意欲の向上に伴い、知識・技能の習得に大きな成

果がありました。今後も子どもの主体性を大切にし、子どもが演習の中での気づ

きを大切にする子ども主体の授業づくりを進めていきたいと思います。  

〇 図形の性質についての理解は、高い理解度を有しています。操作を基にした理

解を大切にしている成果であると思います。中学校においては、図形の理解を論

理的に説明できないといけないことから、中学校との学びの連続を意識した授業

を進めていく必要があります。また、算数においては、日常生活と密接に関わり

あっている内容がたくさんあります。生活の場面で、算数で学習した考え方を活

用しなければならない例題を取り扱うことで算数を学ぶ意味を実感することを通

して、学ぶ意欲の更なる向上と学習内容の定着を図っていきます。 

〇 わり算の筆算や割合の意味理解についても、大きな課題があります。単純な操

作として計算を行うだけではなく、筆算においては、計算の工夫を考えさせるこ

とや割合においては、日常生活と関連させた課題設定を行っていきたいと思いま

す。 

△ 百分率で表された割合について理解している（-8.4％） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 文脈に即して漢字を正しく書く（+7.1％） 

◎ 歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直して読むことができるかどうかをみる（+5.7％） 

中学校 

国 語 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 観点を明確にして文章を

比較し、表現の効果について考

えることができる（-5.3％） 

成果・課題の分析 

〇 「国語の勉強が好き」という生徒質問紙の項目において、大きな上昇がみら

れ（児童生徒質問紙結果 参照）。意欲の向上に伴い、知識の習得に大きな成果

がありました。今後も子どもの主体性を大切にした子どもが主体の授業づくり

を継続的に進めていきたいと思います。 

〇 漢字や語句などの知識面の力はついている一方で、他者に効果的に考えを伝

えるなどの表現力については引き続き課題が見られます。国語の学びを様々な

教科や総合的な学習の時間で関連付けて活用していき、表現力の向上を図って

いく必要があります。 

○ 自分の思いをわかりやすく伝えることは、子供たちが社会に出て他者と協働

するために必要な力です。地域の方々や小学生等と触れ合い、共に活動する場

面を通して、自分の思いを表現させる活動を積極的に行い、自分の思いを正し

く伝えられる体験を充実させていきたいと思います。 

△ 古典の原文と現代語の文章とを対応させて内容を

捉えることができる（-11.9％） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

数 学 

△ 事象を理想化・単純化することで表された直線のグラフを、事象に即して解釈するこ

とができるかどうかをみる（-5.6%） 

 

◎ 四分位範囲の意味を理解している（+2.9％） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 空間における平面が同一直線

上にない３点で決定されること

を理解しているかどうかをみる

（-5.8%） 

△ 与えられた表やグラフから、

必要な情報を適切に読み取るこ

とができる（-7.3％） 

△ ある事柄が成り立つことを構想に基づいて証明することができる（-12.0％） 



【その他、知識・技能に関わる問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  知識・技能について、多くの問題が県平均を下回り、課題が見られます。

基礎的な計算力などの知識・技能の習得を図る必要があります。また、課題

についての原因として学習への意欲が低いこと（児童生徒質問紙結果 参照）

が考えられます。この状況を改善するために、習得した知識・技能を活用し

た数学的思考を必要とする問題や生活と結びついた問題を意図的に出題す

ることで、基礎的な知識・技能の必要性が感じられる授業づくりを進めてい

く必要があります。学ぶことの意味が感じられる授業づくりを目指すこと

で、学ぶ意欲の向上と知識・技能の向上を図ります。 

また、基礎的な知識・技能の習得を図るため、AI型ドリル教材等を活用し

て、個々の理解度に応じた学習を進めます。AI型ドリル教材では、本人のつ

まずきに応じた解説が示され、苦手とする問題が繰り返し出題されるので、

個人の理解に合わせた学習を自分のペースで進めることができます。 

○  R４年度に引き続き、図形の証明問題などの数学的思考を必要とする問題

についても課題が見られます。授業の中で一人一人が問題の解き方をじっく

りと考える時間を確保すると共に、友達と学び合う活動に時間をかける授業

づくりを進めていきます。さらに学び合いの中で「答えをどのように求めた

のか」「なぜそのように考えたのか」など自分の考えを説明する活動や「本当

にその答えでよいのか」「もっと良い方法はないだろうか」など、自分の考え

を振り返る活動を一層大切にして、数学的に思考する力やわかりやすく説明

する表現力を高めていく必要があります。 

△ 数と整式の乗法の計算ができる（-5.5％） 

△ 累積度数の意味を理解している（-4.1％） 

△ 問題場面における考察の対象を明確に捉えることができる（-3.5%） 

△ 条件を変えた場合に事柄が成り立たなくなった理由を、証明を振り返って読み取

ることができる（-3.1%） 

成果・課題の分析 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 日常的な話題について、自分の置かれた状況などから判断して、必要な情報を読み取るこ

とができるかどうかをみる（-7.5%） 

中学校 

英 語 
◎ 情報を正確に聞き取ることができる（+3.1％） 

△ 「相手の行動を促す」という言語の働き

を理解し、依頼する表現を正確に書くこと

ができる（-9.7％） 

△ 情報を正確に読み取ることができる（-9.7％） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  小学校からの外国語活動により、英語を聞き取る力がしっかりと身につい

ています。５名の ALT によるネイティブな英語に多く触れ合える機会を引き

続き大切にしていきたいと思います。 

○  英語での情報を正確に読み取り、整理することに課題があります。自分の

考えを正しく表現する単語や文法の習得を行うとともに、課題解決学習の中

で英語を活用するなど、授業の工夫が必要であると考えます。 

○  日常会話の中でも、過去や未来について話す機会は多くありますので、会

話の中で、伝えたいという意欲の基に、文法の習得を行い、それぞれの表現

の違いを分析しながら活用力を身につけていく必要があると考えます。 

○  令和元年度から小学校での外国語の授業が必修となりました。小学校３年

から４年間の学びを中学校の学習に生かすために、小中で連携した授業づく

りを一貫校として進めていきたいと思います。 

成果・課題の分析 

△ 未来表現（be going to）の肯定文を正確に書くことができる（-11.4％） 



 

（２）児童生徒質問紙調査の結果 

（（ ）は県平均との差、R4と比較して改善傾向が見られる場合は 、課題が大きくな

った場合は ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

望ましい状況 

あなたの学級では，学級生活をよりよくするために学級活動で話し合い，互いの意

見のよさを生かして解決方法を決めていますか（中+8.3％ ）【R4…中+3.5％】 

 

人が困っているときは，進んで助けていますか（小－2.1% 、中＋1.4% ） 

【R4…小－6.3%、中－1.6％】 

中学校 

小学校 

中学校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今住んでいる地域の行事に参加していますか（小+11.6％ ）【R4…小+6.2％】 

課題と見られる状況 

「自分によいはところがある」（中－10.6％ ）【R4…中－4.9％】 

中学校 

小学校 

「国語の勉強は好きですか」（中＋2.2％ ）【R4…中－9.7％】、 

「算数の勉強は好きですか」（小＋12.4％ ）【R4…小－1.2％】 

算数(小) 

国語(中) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「数学の勉強は好きですか」（中－6.7％ ）【R3…中－14.3％】 

「英語の勉強は好きですか」（中－9.0％） 【R4…実施なし】 

数学 

英語 

困りごとや不安がある時に，先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか

（小－11.3% 、中－8.4% ）【R4…小－2.0%、中－3.9％】 

小学校 

中学校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 自分への肯定的な気づきを促す他者と関わる学習の推進 

各学校で多くの子供たちがもっている地域貢献への意欲を生かして、生活科や総

合的な学習の時間等に、地域の様々な人と関わり合いながら活動し、地域に貢献し

ていく学習を行います。教室の中で完結する学びではなく、地域に学びの場を広げ、

多くの人と関わり、認めていただくことで自己肯定感を高め、社会の中で生きて働

く力を育成していきます。 

 

〇 楽しく、学ぶ意欲が高まる授業づくり 

子供たちの授業に対する意欲は改善傾向にありますがまだまだ課題があります。

市内小中学校の教員全体で「児童生徒が自ら学ぶわくわくする授業」を目指し、「子

供と共につくる授業」「子供に任せる授業」を進めています。今後も、児童生徒一人

一人が楽しく充実感を感じる授業になるように授業改善を進めます。 

具体的には、昨年度から取り組んでいる「自由進度学習」と呼ばれる一人一人に

合ったペースや方法で学びを進めていく授業づくりを行うことにより、自ら学習に

取り組む楽しさを感じられるようにしていくとともに、提示する学習課題を工夫

し、子供たち同士の対話を大切にしながら「自分たちの力で解けた」「分かった」と

思える授業づくりを進めます。また、子どもが自分から「分からない」ことを聞く

ことができる主体性を育むとともに、子どもが安心して「分からない」ことを聞く

ことができる学びの場を作っていきます。 

 

〇 関わり合う力を高め、個に応じた学びを充実させるための日常的なＩＣＴの活用 

タブレット端末で自分の考えや作品等をみんなで共有したり、それを基に話し合

って自分の考えを練り直したり、別の学校とオンラインでつないだ遠隔授業をした

りする等、日常的に、そして効果的にＩＣＴを活用しながら、子供たち同士が関わ

り合い学び合える授業を今後も推進していきます。また、AI型ドリル教材「Qubena

（キュビナ）」を活用し、一人一人の理解度に応じた学習を行います。 

これからの時代に必要なＩＣＴリテラシー等が身に付くよう、授業だけでなく

様々な活動において、日常的にＩＣＴの活用を進めていきます。そして、ＩＣＴの

適切な使い方や情報モラル等の指導も充実させていきます。 

 

〇 小中一貫カリキュラムに基づく、小中 9年間の連続した系統的な学び 

美祢市では昨年度から全中学校区で小中一貫教育がスタートしました。各中学校

区では小中 9年間で連続した系統的な学びを進めていくためのカリキュラムを作成

しています。このカリキュラムをブラッシュアップすると共に、小中学校がこれま

で以上に連携し、小中学校相互の教員による授業参観や子供たち同士の交流活動を

通して、一人一人の学びを充実させることで学力向上を図っていきます。 

学校では 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自己肯定感を高める声掛け 

自分のよさを知り自信を深めるために、家庭でも子供たちの姿によいところが

見られたときには、温かな声掛けをお願いします。そうすることで子供たちの自

己肯定感がさらに高まります。 

 

〇 望ましい生活習慣の確立 

望ましい生活習慣が、学習に対する意欲の向上や学習内容の定着、情緒の安定

につながります。早寝・早起き・メディアコントロール等、自分で生活をコントロ

ールできるよう力がつきますよう、今後もお子様への声かけをお願いします。ま

た、昨年度から多くの学校で行っている「自由進度学習」により、子どもは自分に

合った学び方で主体的に学ぶ習慣を身につけていっています。子どもが家庭でも

進んで勉強できるよう、温かい声掛けをお願いします。 

 

○ 様々な体験による学び 

子供たちは授業で様々なことを学びます。その学習内容が実生活と結び付くこ

とで学ぶ意味を理解し、学んだことが学力として定着します。社会での様々なこ

とについて広く会話をしていただいたり、料理や買い物を一緒にしていただいた

りと多くの体験をすることが大切です。 

また、子どもの「地域の行事に参加したい」という意欲は向上傾向にあります。

子どもが進んで地域に関わることができるように後押しをしていただくととも

に、参加した際は、温かい声掛けをお願いします。 

 

○ 学校との連携・情報共有 

現在子供たちに求められている学力について、また、学校で行われている教育

活動について、学校と情報を共有していただくことで、よりよい学びを一緒に進

めていただきますようお願いいたします。 

家庭では 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 「学校が楽しい」と思える授業づくりについての研修 

  子供たちが「わかった！おもしろい！と思える授業」や「ともに考え新たな発見

が生まれる授業」が実践できるように、教育委員会と先生方とが一緒になって研修

を進めています。特に、子どもが主体的な学ぶ授業づくり（「自由進度学習」）の成

果として、子どもの学習意欲の向上や学力向上が見られます。子どもが自分で学び

をマネジメントする力を育み、学校生活だけでなく、生涯を通して学ぶことができ

ることを目標に更なる授業改善を進めていきます。 

 

〇 自己肯定感が高まる地域連携 

  市教育委員会として、コミュニティ・スクールの仕組みを生かした家庭や地域と

連携した取組を９年間の連続的で系統的な小中一貫の教育活動として推進してい

き、地域ぐるみで子供たちがよさを発揮できる場を増やしていきます。 

  また、子供たちによる探究学習の場を地域に広げ、課題について調べたり、学ん

だことを積極的に発信したりすることにより、学ぶことの楽しさを感じると共に思

考力、表現力を身につけられるようにしていきます。 

 

〇 ICTを活用した教員による学校間連携 

  美祢市ではマイクロソフト社が提供しているコミュニケーションアプリ

「Microsoft Teams」を活用して、子供だけではなく、教員同士の学校間連携も進

めています。Teamsを通して、各学校の好事例を共有したり、学校間で具体的な取

組についての連絡を取ったりしています。小規模校が多い美祢市にとって、学校間

で連携を進めていく意義はとても大きいものです。今後も ICT を活用し、学校間

での教員による協働をさらに進めていきます。 

 

〇 子供たちの社会的自立を目指す mineto教育改革プロジェクト 

（美祢市公設塾 mineto他） 

「子供たちの好奇心を引き出し挑戦する力を育む」ことを目的とした、中学生対

象の学びの場として公設塾 mineto があります。そこでは、地域の方々をはじめ、

多くの人と交わり合う学びを通して、一人一人が学習意欲を高めていくとともに、

子供たちの好奇心や挑戦する心を引き出し、「自ら考え未来を生き抜く力」を身に

付けられるよう支援していきます。また、SFC（慶応義塾大学 湘南藤沢キャンパ

ス）学生との合宿や mineto 子どもキャンプの活動を通して、「自己決定・自己表

現」ができる児童生徒の育成を進めています。mineto で学んだ子供が、その学び

を各学校での活動に活かし、広めてくれることを期待しています。 

 

これからも、美祢市の未来を担う子供たちが、よりよい教育環境の中でより充実し

た学びができるよう、学校・家庭・地域が一緒になった取組を推進していきます。 

 

教育委員会では 


